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第3学 年か ら第6学 年まで105時間設定されて
いたが、70時数まで削減されている。他方基幹
的な教科の授業時数は増加 している。例えば国
語 を見てみると第6次 改訂では第1学 年272、
第2学 年280、第3学 年235、第4学 年235であっ
たが、第7次 改訂では第1学 年306、第2学 年

































2.郷 土 教 育の理論 的基礎 づけ






















































































































































































































































性育成を最終 目標 とされるべ きである。先述の
シュプランガーは、教育の課題を客観的世界へ
と子 どもを導 き入れることとしている。 しか し
その客観的世界 とは単 なる自然科学的法則に
よって組み立てられた世界ではなく、人間が生




























































































































5.郷 土教育 の カリキ ュラム1
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6.郷 土教 育の カ リキ ュ ラム 皿


























































の地理科では 「北亜米利加の産業」 と題 して、
児童の身のまわ りから北米の産業にまで結びつ
け、特に自動車産業について学習した。別の第

























性 に根 ざした郷土教育を報告 している。峯地は
考古学的資料(土 器 ・瓦等)を 収集 し郷土室を
作 ると同時に、『郷土加留多』『郷土伝説読本』
を編纂 し、児童の郷土教育の教材 として使用 し
ている。上難小学校で行われた郷土教育の特徴
と以下まとめる。① 「聴方科」の設置。第1学
年に週2時 間、第2、3、4学 年に週1時 間「聴
方科」の授業 を特設し、郷土の伝説や民俗談な




間」。毎学期約1回 、3日 ～1週 間程度児童に
自由研究をする時問を与える。テーマは郷土に
関する事柄が中心 となる。④ 「労働 日」、「農場」
での労働。毎月1～2回 労働 日を作 り、教室の
整理等労働そのものを楽 しむ。 また葱、大根、
白菜、キャベッなどを農場で作る。塵捨場で処






















































































行 う姿勢は、子 どもが学習 してゆく際に大 きな
影響を及ぼすであろう。
8.現 在 の日本 における郷十教育 の一・考察
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